
 

 

 

 

 

 

 

 

 各種 ODF解析ソフトウエアによる逆極点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０２６年０１月１２日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  １．概要 

  ２．入力データ 

  ３．逆極点図計算ＯＤＦソフトウエア 

  ４．Ｅｘｐｏｒｔされたデータの読み込み 

  ５．ＬａｂｏＴｅｘによる逆極点図 

  ６．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  ７．ＭＴＥＸ 

  ８．ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  ９．Ｐｏｐｌａ 

  １０．リガクＯＤＦ 

  １１．ｎｅｗＯＤＦ（ＳｍａｒｔＬａｂ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＯＤＦ解析ソフトウエアによる逆極点図作成が行われるが、表示のみで解析が行われていない。 

   現状の状態を説明します。 

 

２．入力データ 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ付属、α－Ｆｅ極点図 

 

 

 

３．逆極点図計算ＯＤＦソフトウエア 

  ＬａｂｏＴｅｘ 

  ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  ＭＴＥＸ 

  ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  リガクＯＤＦ 

  ｎｅｗＯＤＦ（Ｓｍａｒｔｌａｂ） 

４．Ｅｘｐｏｒｔされたデータの読み込み 

 

 



５．ＬａｂｏＴｅｘによる逆極点図 

Ｔｒｉｃｌｉｎｉｃで解析 

 

 

 

 

Ｅｘｐｏｒｔ 

  

 単独、一括 Ｅｘｐｏｒｔがサポートされる 

 



Ｅｘｐｏｒｔデータ 

 

 

 （９０，３５５）データ、小数点以下２桁 

 

 

90->180 

180-270 

 

 

５度間隔でＥｘｐｏｒｔされる。 

方位密度計算時、５度間隔では精度が下がるため、デー補間が必要 

 

 

 

 

 



サポートされる解析 

 マウス位置に対する方位計算 

  

 ３Ｄ表示 

  



６．ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦ 

  

 

  

 

 

 



Ｅｘｐｏｒｔされる逆極点図 

OUTPUT2.TXTとして複数の極点図 

 

 

 

ODF16 としてバイナリーデータ 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅＤｉｓｐｌａｙによりＴＸＴデータに変換 

  

 

ODFソフトウエア内では解析はありません。 

 



７．ＭＴＥＸ 

 

 

 

解析ソフトウエアは見つからない。 

 

 

 

 

 

 

 

 



逆極点図のＥｘｐｏｒｔ 

ＣＴＲソフトウエアでサポートする 

 ＥｘｐｏｒｔＩＰＤＦ（ｏｄｆ，ｚｖｅｃｔｏｒ、‘ＮＤ．ＴＸＴ’） 

  

 

 



８．ＴｅｘＴｏｏｌｓ 

  

 

Ｅｘｐｏｒｔされるファイルは５度間隔 

 

 

必要なら１度間隔への変換は可能 

 

 

 

 



９．Ｐｏｐｌａ 

 Ｄｏｓ版で描画には不向き 

Ｅｘｐｏｒｔファイル 

 

Ｅｘｐｏｒｔは５度間隔 

 



１０．リガクＯＤＦ 

 ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦと同一であるが、ＯＤＦ１６の出力なし 

ＳｔａｎｄａｒｄＯＤＦモードでＩＮＶＥＲＳＥＯＵＴ２．ＴＸＴを読み込む 

 

 

 

１１．ｎｅｗＯＤＦ（ＳｍａｒｔＬａｂ） 

 Ｉｎｖｅｒｓｅデータの適切なＥｘｐｏｒｔはありません。 

 

 

まとめ 

 ODF解析では逆極点図の解析のサポートが行われていません。 

 CTRソフトウエアでは、３６Ｂｏｘ法を中心に各種解析方法を提供しています。 


